
Ｃ－１ 指導案  

保健体育科学習指導案 
 

石川県立大聖寺高等学校・教諭              

 
指導日時・教室  平成１９年６月１１日（月） ４限目  場所：弓道場         
対象生徒・集団  ３年生 ２１名（内訳３３H 男子３名 女子２名、３４Ｈ 男子１３名 女子３名） 
科  目  名  体 育（単位数 ３ ） 
 
１ 単元名    武 道 「 弓 道 」                            
 
２ 単元の目標 
（１）弓道に対する関心や意欲を持ち、的に中てる楽しさを味わおうとする。【関心・意欲・態度】 

（２）的に中てるため、正しい動作やバランス等を考えて運動する。    【思考・判断】 

（３）弓道における基本の動作を身に付け、的中させることができる。   【運動の技能】 

（４）基本的な技術や怪我・危険防止策について理解する。        【知識・理解】 

 
３ 指導に当たって 
（１）生徒の状況 

 弓道は毎年、人気の高い種目だが、道場の広さに限りがあるため人数制限をしている。種目選択

の際に抽選で決定した集団なので、意欲も高い。それぞれが教え合い、全員に上達しようという姿

勢が見られる。 
 集中力に欠ける生徒も少なからずいるが、指導されたことは素直に聞き、安全にも自分たちで留

意して授業を受けられる。 
 
（２）指導方針・方法 

 弓道は、単なる的中てゲームではなく、全身の筋力やバランス感覚が必要な運動であるというこ

と、正しく弓を引けば必ず的に中るということを理解させ、自ら考えながら的中できるようにする。 
ミニゲームなどを取り入れ競争させることで楽しさを味わえるようにし、学校体育での弓道の経

験が、生涯スポーツにつながるようにする。   

 
（３）教材選定の理由 

  学校体育で行う武道といえば、一般的に柔道や剣道が主となっているが、本校では、３年生で弓

道の授業を行っている。静的な動作が多く、運動量としては少ないが、なかなか経験できない種目

であることから、３年生対象とし、その難しさや楽しさに触れさせている。 
 
４ 単元（題材）の指導計画（総時数 １５時間） 

第一次 オリエンテーション（１時間） 
第二次 射法（技術）の習得（２時間） 
第三次 近距離からの発射（１０時間） 
  １時 手の内の作り方、左手の使い方、的から３ｍ程の位置から発射                   

  ２時 矢を選ぶ、矢のつがえ方、取りかけの仕方、的から３～５ｍ程の位置から発射                   

  ３時 ねらいの付け方、的から５ｍ程の位置から発射 
  ４時 的から５～７ｍ程の位置から発射・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・本時                   

  ５時 的から７～１０ｍ程の位置から発射                    
  ６時 的から１０～１３ｍ程の位置から発射 
  ７時 的から１５ｍ程の位置から発射                    
  ８時 的から１８ｍ程の位置から発射                    
  ９時 的から２０ｍ程の位置から発射 
 １０時 的から２５ｍ程の位置から発射 

第四次 正規の距離（的から２８ｍ）からの発射  （２時間） 
 



５ 本時の指導と評価の計画（第三次 第４時） 
（１）本時のねらい 

・射法八節を正しく行うことができる。【運動の技能】 

・基本的な技術の習得が、的中につながることを理解する。【知識・理解】 
 
（２）準備・資料等   弓、矢、的、矢ふき、軍手、胸当て（女子）、チェックシート、筆記用具 
                                
（３）本時の展開 
時 
間 学 習 内 容 生徒の学習活動 教師の指導・留意点 評 価 規 準 

【観点】（評価方法） 
 
導 
 
 
入 
 
10 

分 

 

 

・用具の準備 
・整列、挨拶 
・出欠確認 
・ストレッチ 
・本時の説明 
 

 
・本時のねらい、活動内

容を理解する。 
 
 
 

 

 

・距離を伸ばすこと、すべて

の技術を行うことを確認す

る。 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
展 
 
 
 
 
 
 
 
開 
 
 
 
 
35 

分 

 

・前時までの復

習（的から約

５ｍ） 
 
 
 
・距離を伸ばす

（約７ｍ） 
 
 
 
 
 
 
 

 

・角見の働き（左手） 
・取りかけの仕方（右手） 
・ねらいの付け方 
・十文字 
    などの確認を行う。 
 
・射法八節（足踏、胴造、

弓構、打起、引き分け、

会、離、残心）を正し

く行えているか、確認

し合う。 

 

 

・射位は揃っているか。（安

全の確認） 
・前時までにおこなってきた

技術が習得されているか。 
 
 
・距離が変化しても、正しく

引かせる。 
 

 

・すべての技術を習得するこ

とで、遠くからでも矢が届

くことを理解させる。 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

・射法八節を正しく行

うことができる。 

【運動の技能】（観察） 

 

・基本的な技術の習得

が、的中につながる

ことを理解する。 

【知識・理解】（観察） 

 
ま

と

め 
 
5

分 

 

 

・まとめ 
 
 
・次時の予告 

 

・自己評価表の記入 

 

・チェックリストで、これま 

での技術が習得できたかを

確認する。 

 
 

 


